
◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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時代を築こう

従来、男性の職場Ｗ　　上　・

と考えられていたところでも、女性の活躍が目立ちます、

I

　男女が平等にいきいきとした生活が送れる社会を目指して

　近年、女性の意識の変化や高学歴化などを背景に、働く女性や社会的活

動に参加する女性が著しく増えています。また、21世紀に向けて、高齢社

会の到来、高度情報化、産業構造の変化、価値観の多様化・個性化、個人

の選択の重視、新たな家族観など急激な社会変化の進行が予測されます。

　しかし、女性が社会に進出する上で、「男は仕事、女は家庭」といった従

来の性別による役割分業の考え方はまだまだ根強く、女性の地位向上のだ

基本理念

◆
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
男
女
の
本
質
的
平
等

◆
平
和
で
豊
か
な
地
域
社
会
の
創
造

　基本目標

1.男女平等教育の充実
　と啓発活動の推進

2.女性の自立と

　社会参画の推進

3｡女性の雇用・
　労働環境の整備

4｡母性の保護と
　女性の健mの増進

5｡高齢社会に向けての
　福祉の向上

6.男女共同参画による

　豊かな地域社会の
　創造
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男が料理をする。なにもおかしくありません。

　　　　　　　　　　　　(男性料理教室から)

問い合わせ

　女性政策室(内線2091)

めの具体的な環境の条件整備・男女双方の意識改革が必要となっています。

　こういった状況の中、市は「U J Iあさぎりプラン」を策定し、男女が

平等でいきいきとした生活が送れる社会を実現するために市の女性関連施

策の基本方針や体系を明らかにしました。今後、市ではプランで定めてい

る「基本的人権の尊重と男女の基本的な平等」「平和で豊かな地域社会の

創造」を基本理念として、６つの柱（下図参照）を軸に、さまざまな施策

を推進していきます。

　　お茶くみは女性の仕事？　男女平等をめぐる法律・制度は整備されてきており、また世

　間でも女性の活躍がクローズアップされています。しかし現実はどうでしょうか。女性に

　対する偏見や伝統的・固定的な役割分業と、それに基づく社会通念・制度・慣習などが依

　然として残っています。今後、男女平等教育をさらに充実させ、啓発を推進します。

　　各種審議会などのメンバーにもっと女性を／　社会の形成に重要な役割を果たす政策・

　方針などを決定する場への女性の参加は、少しずつ増えてきているとはいえ、依然として

　そのほとんどが男性によって占められています。さらなる女性の登用を目指し、広く人材

　を求め、目標値を決めて、それに近付けるよう努めます。

　　まだまだ出産・育児は大きな力べ　女性の結婚退職は以前より少なくなり、子育て中も

　仕事を続ける女性は次第に増えています。しかし、結婚・出産・育児を機に退職し、その

　後、再就職するという傾向には変わりありません。女性が職業と家庭との調和を図りなが

　ら、生活設計について多様な選択ができるよう、社会的支援システムの整備に努めます。

　　マルチに生きる女性…しかし男性は　地域社会は人と人とが交わり、互いに支え合う場、

　生活文化創造の場として大きな意味を持っています。特に高齢化が進む中で地域福祉の充

　実が必要となっています。これまで地域福祉の担い手は主として女性でしたが、今後、男

－性の役割が重要になってきます。男女が共に地域社会へ参加していけるよう努めます。

性にとらわれず いきいきと暮らせる

宇治市女性施策推進プラン

～UJIあさぎりプラン

を策定～
｜
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五
月
三
日
は
、
憲
法
記
念
日
。
日
本
国
憲
法
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権

利
と
し
て
、
私
た
ち
に
基
本
的
人
権
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
人
権
の
尊
重
－
そ
れ
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

憲
法
記
念
日
を
機
会
に
、
お
互
い
の
人
権
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

身
近
に
あ
る
差
別

　
　
「
友
だ
ち
に
な
り
た
い
」
、

「
愛
す
る
人
と
結
婚
し
た
い
」
、

「
健
康
で
あ
り
た
い
」
、
「
希
望

す
る
仕
事
に
つ
き
た
い
」
、
「
好

き
な
勉
強
が
し
た
い
」
…
。
人

間
が
人
間
と
し
て
生
き
る
う
え

で
、
だ
れ
も
が
自
然
に
持
つ
願

い
で
す
。

　
わ
が
国
の
憲
法
は
、
こ
う
し

た
願
い
を
す
べ
て
の
国
民
が
等

し
く
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
永

久
に
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権

利
と
し
て
基
本
的
人
権
を
私
た

ち
に
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
憲
法
で
こ
の
よ
う

に
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た

ち
の
回
り
に
は
、
同
和
地
区
の

出
身
者
に
対
す
ろ
差
別
を
殆
め
、

障
害
者
や
女
性
、
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
な
ど
ま

だ
ま
だ
多
く
の
差
別
が
存
在
し

て
い
ま
す
。

腰を落とし、ぐっと足を踏ん張り懸命に打ち鳴らす

　　　　　　　(河原の和太鼓サークル｢ホタル｣の皆さん)
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け
い
子
ち
ゃ
ん
の
こ
と

　
新
学
期
か
ら
、
け
い
子
ち
ゃ

ん
と
席
が
隣
に
な
り
ま
し
た
。

休
み
時
間
も
二
人
で
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
学
校

へ
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。
そ

し
て
、
次
の
土
曜
日
、
け
い
子

ち
ゃ
ん
の
お
誕
生
会
に
呼
ば
れ

ま
し
た
。

母
　
「
あ
の
子
の
家
は
、
隣
町

　
だ
っ
た
の
？
　
隣
町
へ
行
っ

　
て
は
い
け
な
い
。
も
う
、
あ

　
の
子
と
も
遊
ん
だ
ら
ダ
メ
」

私
　
「
ど
う
し
て
？
　
前
に
う

　
ち
へ
遊
び
に
来
た
と
き
、

　
『
明
る
く
て
良
い
そ
た
ね
』
つ

　
て
言
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
。

　
『
け
い
子
ち
ゃ
ん
は
勉
強
も

　
よ
く
で
き
る
し
、
い
ろ
い
ろ

　
教
え
て
も
ら
っ
て
る
』
つ
て

　
言
っ
た
ら
、
『
良
い
お
友
だ

　
ち
が
で
き
て
良
か
っ
た
ね
』
つ

　
て
、
お
母
さ
ん
も
言
っ
た
じ

　
ゃ
な
い
の
」

母
　
「
い
く
ら
良
い
子
で
も
、

　
隣
町
の
子
と
は
友
だ
ち
に
な

　
っ
た
ら
ダ
メ
な
の
よ
」

私
　
「
そ
ん
な
の
無
茶
苦
茶
だ

　
わ
。
な
ぜ
ダ
メ
な
の
」

母
　
「
あ
の
ね
、
あ
な
た
も

　
『
お
と
な
』
に
な
れ
ば
き
っ

　
と
わ
か
る
け
ど
、
隣
町
に
住

　
ん
で
い
る
人
は
、
私
た
ち
と

　
は
違
う
の
よ
。
隣
町
に
住
ん

　
で
い
る
人
と
か
か
わ
る
と
ロ

　
ク
な
こ
と
が
な
い
。
あ
ん
ま

　
り
親
し
く
し
て
い
る
と
、
う

　
ち
も
同
じ
だ
と
思
わ
れ
て
、

　
世
間
か
ら
相
手
に
さ
れ
な
く

　
な
る
。
と
に
か
く
ダ
メ
な
の

　
よ
」

私
　
「
で
も
、
け
い
子
ち
ゃ
ん

　
は
仲
良
し
だ
し
…
…
。
『
土

　
曜
日
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

　
持
っ
て
行
ぐ
』
つ
て
言
っ
た

　
の
に
…
…
」

母
　
「
だ
め
と
言
っ
た
ら
ダ
メ

　
な
の
よ
。
も
う
、
あ
の
子
と

　
仲
良
く
し
た
ら
ダ
メ
よ
。
わ

　
か
っ
た
わ
ね
」

私
　
「
私
も
、
け
い
子
ち
ゃ
ん

　
も
、
土
曜
日
を
楽
し
み
に
し

　
て
た
の
に
…
…
。
け
い
子
ち

　
ゃ
ん
に
な
ん
て
言
っ
た
ら
…

　
・
・
・
」

　
　
（
本
市
の
同
和
問
題
啓
発
パ

　
　
ン
フ
レ
ッ
ト
「
明
日
に
向

　
　
か
っ
て
」
か
ら
抜
粋
）

差
別
を

自
分
の
こ
と
と
し
て

　
政
治
的
に
つ
く
ら
れ
た

　
身
分
差
別

　
同
和
問
題
は
江
戸
時
代
、
徳

川
幕
府
に
よ
っ
て
民
衆
を
分
断

支
配
す
る
必
要
か
ら
政
治
的
に

つ
く
ら
れ
た
身
分
制
度
に
基
づ

く
差
別
に
よ
り
、
同
じ
日
本
国

民
の
一
部
の
人
々
が
現
在
も
な

お
就
職
や
結
婚
な
ど
で
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
を
受
け
て
い
る
と
い

う
、
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る

重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

　
同
和
地
区
の
出
身
と
い
う
、

個
人
に
責
任
が
な
い
、
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
理
由
に
よ

っ
て
、
こ
の
会
話
の
よ
う
に
、

明
る
く
て
良
い
子
と
評
価
し
た

小
さ
な
子
供
ま
で
も
を
差
別
の

対
象
に
し
、
そ
の
子
や
回
り
の

人
々
の
幸
せ
に
生
き
る
権
利
を

侵
害
七
た
り
、
こ
の
母
親
の
よ

う
に
自
ら
が
持
っ
て
い
る
偏
見

を
わ
が
子
に
植
え
付
け
た
り
す

る
こ
と
で
、
今
も
な
お
私
た
ち

の
社
会
の
中
で
、
同
和
地
区
の

人
々
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
意

識
が
再
生
産
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

　
私
た
ち
は
と
も
す
れ
ば
、

「
自
分
は
、
偏
見
や
差
別
意
識

を
持
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、

同
和
問
題
や
差
別
と
は
関
係
な

い
」
と
考
え
が
ち
で
す
。

　
し
か
し
、
本
当
に
私
た
似
は
、

同
和
問
題
や
こ
う
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
と
こ
れ
ま
で
一
切
か

か
わ
り
が
な
か
っ
た
と
言
い
切

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
身
の
回
り

に
あ
る
こ
う
し
た
差
別
を
差
別

と
し
て
気
付
か
な
い
か
、
気
付

い
て
も
深
く
考
え
ず
、
当
然
の

こ
と
と
し
た
り
、
関
係
な
い
で

済
ま
せ
た
り
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
権
は
、
一
人
ひ
と
り
の
も

の
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
み

ん
な
の
も
の
で
す
。

　
だ
れ
か
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

て
い
る
と
き
に
、
自
分
は
関
係

な
い
と
い
う
態
度
で
は
、
私
た

ち
の
社
会
か
ら
差
別
を
な
く
せ

な
い
ば
か
り
か
、
自
分
の
人
権

も
ま
た
奪
わ
れ
た
り
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
差
別
に

　
気
付
い
て
い
ま
す
か

　
同
和
問
題
を
始
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
は
、
す
べ
て
人

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
つ
く
ら
れ
た
差
別
は
必

ず
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。

　
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、

ま
ず
差
別
を
見
抜
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
差
別
を
他
人
ご
と
と

し
て
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
会

話
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
差
別
す

る
立
場
、
差
別
を
さ
せ
る
立
場

に
立
っ
て
い
な
い
か
、
さ
ら
に

は
差
別
に
無
関
心
を
装
う
立
場

に
立
っ
て
い
な
い
か
を
点
検
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
差
別
に
気
付
き
、
そ
れ
が

い
か
に
不
当
で
あ
り
、
人
権
を

侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
知

っ
て
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に

何
を
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
今
一
度
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

見
つ
め
直
し
、
だ
れ
も
が
幸
せ

に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

日
本
国
憲
法
（
抜
粋
）

第
一
一
条
国
民
は
、
す
べ

　
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有

　
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の

　
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

　
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ

　
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権

　
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将

　
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。

第
一
三
条
　
す
べ
て
国
民
は
、

　
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。

　
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追

　
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利

　
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福

　
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立

　
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、

　
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す

　
る
。

第
一
四
条
　
す
べ
て
国
民
は
、

　
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

　
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社

　
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ

　
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又

　
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

　
差
別
さ
れ
な
い
。

　
　
（
以
下
略
）

第
二
四
条
婚
姻
は
、
両
性

　
の
合
意
の
み
に
基
い
て
成

　
立
し
、
夫
婦
が
同
等
の
権

　
利
を
有
す
る
こ
と
を
基
本

　
と
し
て
、
相
互
の
協
力
に

　
よ
り
、
維
持
さ
れ
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
以
下
略
）

484

考
え
て
み
よ
う
基
本
的
人
権

差別。他人ごとではありません

身
近
に
な
い
で
す
か

こ
ん
な
会
話

みんなの手で

同和問題の解決を

ご利用ください

啓発映画・ビデオ

　
市
で
は
、
同
和
問
題
の
解
決

を
市
政
の
重
要
施
策
に
位
置
付

け
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
同
和
問

題
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
報

紙
や
冊
子
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
「
同
和

問
題
を
考
え
る
市
民
講
座
」
や

「
人
権
週
間
記
念
講
演
会
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
啓
発
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

とめ別　育込出－とさま
ごにの差課みし右しらた
利　ヽな別へはを呑てに　ヽ
用ぜいを　゜同行に　｀は職

をひ社見　和っ‾啓家場お積会抜　対て部発庭や
願極をき　策い担映で地
い的実｀　室ま懇画の域
しな現と　かす　や学｀
まごすも　社　゜のビ習学
す参るに　会申貸デ材校
゜加た差　教ししオ料｀

＼ 題　　　　　　名 規　　　　　格

詔
梨

室
八霖
１
１
Ｗ

誕　　　　　　　　　　　生

美　　し　　い　　季　　節

結　　　　　　　　　　　婚

ひ　　　ま　　　わ　　　り

早　　　　　　　　　　　春

ち　い　さ　な　指　輪

出　　　　　会　　　　　い

約　　　　　　　　　　　束

私たちの人権（職場編）

千鶴子か微笑った

日本の歴史と部落問題Ｉ～Ⅲ

橋　　の　　な　　い　　川

父　の　一　番　長　い　日

輝　け　る　日　々　へ

愛　は　海　よ　り　深　く

16ミリ、ビデオ　55分

16ミリ　　　　　54分

16ミリ　　　　　55分

16ミリ　　　　　55分

16ミリ　　　　　54分

ビデオ　　　　　55分

ビデオ　　　　　55分

ビデオ　　　　　55分

ビデオ　　　　　29分

ビデオ　　　　　54分

ビデオ　　　　各60分

ビデオ　　　　　139分

ビデオ　　　　　54分

ビデオ　　　　　42分

ビデオ　　　　　55分

些

薮

育
課
兪
Ｓ

こ

おばあちゃんの遺言

波　き　ら　め　く　と　き

獅子頭に雪が降る

結　　　　　　　　　　　婚

君にこころのパス

淳－よ／明日の空へ

太　郎　の　か　が　み

明　子　の　ハ　ー　ド　ル

16ミリ　　　　　54分

16ミリ　　　　　52分

16ミリ、ビデオ　54分

ビデオ　　　　　55分

ビデオ　　　　　55分

ビデオ　　　　　54分

ビデオ　　　　　56分

ビデオ　　　　　41分
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今
年
1
0
月
１
日
は
国
勢
調
査
。

た
だ
今
、

調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

圖
企
画
課
（
内
線
2
0
8
3
）
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福祉

■母子家庭奨学金の申請

　[〉対象…母子家庭の乳幼児から

高校生で京都府の他の奨学金を受

けていない人[＞支給年額…乳幼児＝

１万円、/＼厚生= 2万円、中学生＝

４万円、高校生＝6万円、高校入

学支度金３万３千円　圃申請書を

福祉総務課(内線2307)か母子福

祉推進員に請求し、５月31日伽ま

でに同課に提出を。以後も受け付

けますが、支給は翌月から。なお、

申請は毎年度必要です。

・手話教室(昼間)

　C〉5月24日～７月５日の毎週水

曜、午前10時~正午。総合福祉会

館C＞内容…指文字・簡単な日常会

話など[〉対象…手話に興味のある

人　回社会福祉協議会(322－56

50、FAX22-5654)。先着35人。

健康

■ポリオ生ワクチンの服用

　E〉対象者…生後３ヵ月以上４歳

未満で２回服用していない子供C＞

日程・会場…７年度版｢市民カレ

ンダーと手びき｣に掲載。母子健

康手帳持参でE〉次の場合は服用で

きません　○ＢＣＧ・麻しん・風

小倉ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

など完成

　４月26日南、小倉小学

しん・水痘・おたふくかぜの予防

接種または治ってから４週間以内

　○三種混合予防接種を受けて１

週間以内　○下痢をしている　圃

保健予防課（内線2261）。車で来

場しないでください。

講座・教室

■城南地域職業訓練センターの教室

　圃同センター（346－0688）。

　　くパソコンロータス123初級・

中級〉［〉６月８日～26日の月・木

曜、午後６時半～９時[＞9000円。

卜
関
係
者
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

■第９回歴史散策「久津川古墳群

　と正道官衙」

　【〉５月28日【日】午後１時半、J R

新田駅集合[〉行き先…芭蕉塚古墳-

車塚古墳・正道官面ほか、J R城

陽駅解散。約３牛口　回歴史資料

館(S20-1311)。先着50人。

■コンピューター・英会話連続市民講座

　[＞5月24日～７月５日の毎週水

曜、午後６時半～8時半。生涯学

習センター[〉対象…市内在住か在

勤でla歳以上の初心者。コンピュー

ター18人、英会話20人(応募多数

の場合は抽選)[＞2000円回主復

はがきに住所、氏名、年齢、生生3]、

電話番号、職業、応募の動機を書

き５月17日困(必着)までに同セ

校の空き教室を利用した小倉デイサー

ビスセンター・小倉在宅介護支援セン
ター、デイホームか完成、竣工式が開

かれました。

ンター（宇治琵琶45－14、a22-

0220）へ。　１人１枚に限ります。

■七宝焼を楽しもう

　［＞5月27日出午i友1時～４時半、

生涯学習センター＞1200～2200円

（材料代込み）[H同センター（s

22－0220）。先着30人。

公民館・青少年センター

■広野公民館（341－7450）

　　〈ちまきづくり教室〉[〉○淀川

河川敷で葦の葉採り= 5月25日困

○親子ちまきづくり教室＝27日出

(先着15組)○ちまきづくり教室＝

28日(日)(先着30人)。いずれも午

後１時～５時C〉600円(親子は80

0円)I〉保育…満2歳以上の幼児、

先着10人。おやつ代100円。

スポーツ

■市民ソフトテニス教室

　[〉５月20日～６月４日の土・日

曜、午後３時～５時。黄槃コート

[〉対象…30～60歳の初心者[回市

民体育課(内線2621)。先着30人。

■青空アウトドアスクール｢食べ

　られる山野草と調理法｣

　[＞5月28日(日)午前９時～、炭山

キャンプセンター[〉対象…小学４

～６年生とその家族(子供だけで

の参加は不可)。先着40人C〉500円

　[目市民体育課(内線2621)福

山(S24－1806)。

・地域巡回ニュースポーツひろば

　[＞5月15日(月)午後７時～９時＝

御蔵山小学校。

18日俐＝木幡小学

校・19日出＝岡屋小学校・22日(月)＝

宇治小学校、いずれも午後７時半

～９時半[〉種目…ソフトバレーボー

新緑の宇治を歩く

　４月29日のみどりの日、

宇治川周辺で緑のウォー

クラリーが行われました。

参加した500人は、世界

遺産の宇治上神社、平等

院をはじめとする史跡と

「名木百選」をそぞろ歩

きし、宇治の歴史と文化、

緑と自然を満喫していま

した。・

T
≪
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
が
横
に
な
っ
た

　
ま
ま
入
れ
る
お
風
呂
に
つ
い
て
説
明
を
聞
く

　
池
本
市
長
（
中
央
）

ル、インディアカほか。上靴持参

で　回市民体育課(内線2621)。

■重点普及スポーツ

　C〉5月21日(日)午前10時～正午、

笠取小学校(雨天中止)t＞内容…

グラウンド・ゴルフ、ペタンクの

ルール説明と実技　回市民体育課

(内線2621)。

■トレーニング機器実技講習会

　[〉５月27日出午後１時～と３時

半～の２回、黄聚体育館[＞対象…

15歳以上の人(中学生は除く)c

各先着30人＞1000円　[*114日(日)午

前9時から同館。顔写真(3×2.5

r)が必要　回同館(昔33－4001)。

催し

■世界遺産登録記念シンポジウム

　　｢文化財保護と古都京都｣

　[〉６月17日出午後１時～５時、

国際日本文化研究センター(京都

市西京区桂坂)D〉内容…○基調講

演｢世界文化遺産と古都京都｣＝

東京芸術大学学長平山郁夫さん○

記念講演｢国際社会における東洋

文明と古都京都の歴史的意義｣＝

国際日本文化研究センター顧問梅

原猛さん○パネルディスカッショ

うちの人気者

小島　敬太くん（1歳10ヵ月）

　　　　（大久保町上ノ山）

あなたの家庭の人気者をmm。「うちの

子をぜひ」「おじいちゃんの誕生日の記

念に…」なんて人はどしどしご応募を。

画広報課（内線2070）。

ン　回往復はがきに住所・氏名・

年齢・電話番号を書き５月20日出

（消印有効）までに社会教育課

（内線2617）へ。抽選で35人。

■ビデオシアター

　［＞5月23日（火）､生涯学習センター

○午前10時～＝「ロングウォーク

ホーム」○午後１時半～＝「フラ

イト・グリーン・トマト」　回女

性政策室（内線2091）。

・消費者月間記念講演会

　＞5月23日（火）午後１時半～、生

涯学習センター［＞テーマ…「たし

かな選択、ひろがるくらし～今、

真の豊かさとは～」＝京都新聞社

論説委員室総務原田想爾さん［〉保

育…生後６ヵ月以上の乳幼児圃

京都府宇治地方振興局商工課（Q

21－2103）へ電話で。先着80人。

5／11（木）～20

（土）

春の全国交通安全運動
｢守ります‾｀

　ベルトとこどもと高齢者｣

　
六
月
か
ら
第
二
土
曜
の
午
後

に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
七
回

シ
リ
ー
ズ
の
講
座
・
生
涯
学
習

市
民
大
学
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

受
講
し
て
あ
な
た
の
生
涯
学
習

の
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

○
日
時
・
内
容
・
：
下
表
参
照

（
敬
称
略
）
。
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
１
時
半
～
３
時
1
5
分

○
場
所
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

第
一
ホ
ー
ル

○
対
竿
：
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

原
則
と
し
て
仝
講
義
を
受
け
ら

6/10(土)
北極の人と動物たち

日高敏隆（滋賀県立大学学長）

7／8出
医療と法律
大谷　賓（同志社大学教授）

9／9(土)
内外情勢をどうみるか
　　　　　　－その視点一
尾関史郎（京都文教短期大学教授）

10/14(土)

「見ることの発見」今日の
　　美術表現の理解のために

佐野　E（京都市立芸術大学教授）

11/n出
高齢化社会に生きる
岡本民夫（同志社大学教授）

12/9出
最近の古代史上の大発見
和田　奉（京都教育大学教授）

H8

１／13(±)

生涯学習のススメ
栗田　修（生涯学習センター所長）

歴史資料館収蔵品展
５月16日(火3～6月25日(日)午前９時～午後５時

　　　　　　　　　　　　月曜休館・入場無料

　今回は、伏見の商家の

史料や源氏物語関係の物

品、節句の人形などを中

心に展示しています。

　[主な展示品]源氏小鏡、

源氏物語投扇子図絵、雛

人形、端午節句飾り、大

津絵貼交屏風など

問い合わせ…歴史資料館（折居台1-1

４
。
端
午
節
句
飾
り

文化センター内S20-1311）

　
モ
ニ
タ
ー
は
、
消
費
者
の
立

場
か
ら
、
意
見
や
要
望
・
苦
情

な
ど
を
市
に
報
告
し
て
も
ら
う

も
の
で
、
市
で
は
そ
の
内
容
を

市
民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
施
策
の
資
料
と
し
ま
す
。

れ
る
人
。
２
０
叉
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

○
受
講
料
…
無
料

実施中

二

生
涯
学
習
市
民
大
学

受
講
生
募
集

○
申
し
込
み
・
：
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
同
セ
ン

タ
ー
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
4
5
1

1
4
）
へ
５
月
2
5
日
俐
ま
で
に

（
当
日
消
印
有
効
）
。

　
全
講
義
を
受
講
し
た
人
に
修

了
証
を
発
行
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
…
同
セ
ン
タ
ー

　
（
0
2
2
・
0
2
2
0
）
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
モ
ニ
タ
ト

が
調
査
な
ど
に
訪
れ
た
と
き
に

は
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
は
次
の

人
た
ち
で
す
（
敬
称
略
）
。
詳

し
く
は
商
工
課
（
内
線
2
2
1

8
）
へ
。

　
木
村
治
子
・
川
端
啓
子
采

幡
）
、
小
川
英
子
・
福
井
泰
代

（
五
ケ
庄
）
、
藤
野
直
子
（
苗
造
）
、

元
岡
幸
長
・
堀
口
あ
つ
子
・
糸

岡
文
江
・
浜
洋
子
・
北
村
恭
子

（
宇
治
）
、
日
原
芋
（
折
居
台
）
、

高
須
良
子
・
辻
紀
子
（
琵
展
８
、

谷
本
千
鶴
（
広
野
町
）
、
北
森

浩
・
山
寄
公
子
（
伊
勢
田
町
）
、

久
野
美
幸
（
槙
島
町
）
。

情報
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l.ヽ

そ
いなtヽものは

　　　　　　　　ｆｉ　　■　Ｉりｰ　"　　．
　　　　　　-･　　　　　　　一心　¶辱接会り越吋叫∧

へ

７年度

消費生活モニター

決まる

テレビ広報さわ

やか宇治高齢者が安心して

　暮らせるまちづくり

～空き教室を活用した

　　在宅福祉サービス～

カメラで
おじゃま



（４）1995年（平成７年）5月11日発行市｀　i攻　だ　よ　り治宇第1061号
|||||||iiriiiMiiiiiiiiiriniiiiiMiiii|||||||inijiiiiitiitiiriir||||||t|||||||n|||ii

市
民
情
報
短
信

　
　
催
し

◆
宇
治
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
フ
ロ
ー
ラ
第
２
回
定
期

演
奏
会
　
５
月
1
4
日
剛
午
後
２

時
開
演
、
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ボ
ト

ル
。
５
百
円
。
岡
本
斉
ん
昔
6
2
・

o
j
c
o
o
a
o
”

。
◆
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名
誉
大

使
中
田
武
仁
さ
ん
の
講
演
会

５
月
2
6
日
面
午
後
１
時
1
5
分
～

λ
旱
、
文
化
セ
ン
タ
十
小
ボ
ト

ル
。
先
着
4
0
0
人
。
国
際
ソ
ロ
プ

そ
泌
ス
ト
宇
治
・
林
吝
＆
曼
・

◆
第
2
5
回
記
念
三
曲
演
奏
会

６
月
1
0
日
田
午
前
1
1
時
開
演
、

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
。
大

西
さ
ん
＆
2
2
・
6
0
6
9
．

◆
児
童
文
学
講
演
会
「
子
ど
も

た
ち
へ
の
応
援
歌
」
　
６
月
２

日
㈲
午
前
1
0
時
半
～
午
後
Ｏ
時

半
、
中
央
公
民
館
。
講
師
は
児

童
文
学
作
家
・
扮
藤
竜
二
岑
ん
。

先
着
8
0
人
。
保
育
室
あ
り
（
２

歳
以
上
、
先
着
1
5
人
、
お
や
つ

代
必
要
）
。
申
し
込
み
は
保
育

希
望
者
の
み
５
月
2
6
日
面
ま
で

に
。
岩
本
さ
ん
＆
2
2
・
０
４
２

　
　
募
集

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

６
月
５
日
剛
午
後
轟
Υ
１
時
、

宇
治
公
民
館
。
上
靴
が
必
要
。

５
百
円
。
水
野
さ
ん
≫
3
3
・
７

◆
練
功
十
八
法
・
入
門
太
極
拳

講
習
会
　
中
国
式
健
康
体
操
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
○
Ａ
コ
ー
ス
＝
５
月
2
1

日
～
７
月
1
6
日
の
日
曜
（
６
月

1
8
日
を
除
く
）
、
午
前
９
時
半

～
‥
‥
１
時
半
、
黄
栗
体
育
館
か
宇

治
小
学
校
体
育
館
回
Ｂ
コ
ー
ス
＝

５
月
1
6
日
～
７
月
４
日
の
火
曜
、

午
後
７
時
～
９
時
、
宇
治
公
民

館
。
い
ず
れ
も
上
靴
が
必
要
。

３
千
円
。
神
谷
さ
ん
＆
4
3
・
０

◆
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
・
彩
　
毎

月
第
２
・
４
水
曜
午
後
１
時
半

～
３
時
半
、
木
幡
公
民
館
。
入

会
金
千
円
。
月
干
５
百
円
。
松

本
さ
ん
＆
3
2
・
1
7
8
6
．

◆
体
操
サ
ー
ク
ル
ー
チ
ャ
ー
ム

ミ
ズ
　
週
に
一
度
体
を
動
か
そ

う
。
毎
週
金
曜
午
前
1
0
時
Ａ
１
１

時
半
、
宇
治
公
民
館
。
月
千
５

百
円
。
河
津
さ
ん
＆
2
4
・
６
７

◆
初
心
者
弓
道
教
室
　
６
月
３

日
～
７
月
2
9
日
の
土
曜
、
午
後

６
時
～
９
時
、
黄
粟
体
育
館
。

先
着
2
0
人
。
３
千
円
。
申
し
込

み
は
５
月
2
6
日
倒
ま
で
に
。
西

垣
内
さ
ん
＆
4
4
・
０
２
２
Ｔ
。

◆
舞
踊
・
若
竹
会
　
日
本
舞
踊

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。
毎
週
水

曜
午
後
１
時
～
３
時
、
宇
治
公

民
館
。
定
員
1
0
人
。
綾
部
さ
ん

容
2
2
°
７
８
５
ｎ
乙
ｏ

　　　　　　宇治市歩こう会

　４月16日の歩こう会（第34　（歩いていると、車では気付

8回／）に同行してきました。　かないふとした発見があると

ころでしょうか｣

　歩こう会の案内は市政だよ

り毎月11日号の市民情報・短

信のコーナーに掲載していま

す。当日だけの参加ももちろ

ん結構。雨具と昼食は各自お

持ちください。次回は、５月

14日(日)、太陽が丘体育館前に

午前8時半集合。市民総体の

開会式に参加した後、市内を

歩きます(今回だけ雨天決行)。

問い合わせは牧原さん(S23-

2262)へ。

今回は、京阪三条から大文字

山・哲学の道という約10牛口

のコースで老いも若きも約20

0人が参加しました。

　道すがら参加者に話を伺う

と健康のためにという人や、

友だちづくりにという人など

いろいろな動機で参加されて

いるようです。

　　「一度来られると、何度も

続けてこられる人が多いです

ね」と事務局長の牧原さん。

歩こう会の魅力をたずねると

朝
霧
橋
手
前
に

源
氏
物
語
宇
治
十
帖
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

　
四
月
二
十
八
日
面
に
朝
霧

橋
の
（
宇
治
神
社
側
）
の
た

も
と
に
新
し
く
ポ
ケ
ツ
人
－

ク
が
誕
生
。
こ
こ
に
は
、
源

氏
物
語
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

高
さ
二
百
一
セ
ン
チ
、
幅
二

百
二
十
セ
ン
チ
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
建
て
公
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
宇
治
十
帖
の
ヒ
ロ

イ
ン
「
浮
舟
」
と
「
匂
宮
」

が
小
舟
で
宇
治
川
に
漕
ぎ
出

す
有
名
な
場
面
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
い
ま
す
。

　
新
緑
の
季
節
。
源
氏
物
語

散
策
の
道
を
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
宇
治
上
神
社
や
宇
治

神
社
、
平
等
院
。
途
中
疲
れ

た
時
に
、
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
で
休
憩
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
記
念
篁
具
も
バ
ッ
チ
リ
。

宇
治
川
に
向
か
っ
て
ベ
ン
チ

に
座
っ
て
み
る
と
、
左
に
は

朝
霧
橋
、
前
方
は
橘
島
が
あ

り
ま
す
。
道
行
く
人
や
き
ら

き
ら
光
る
川
面
を
眺
め
て
い

る
と
足
の
瘤
行
も
ス
ッ
キ
リ
。

ぜ
ひ
、
立
ち
寄
っ
て
み
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
訪
問
団
」
に
参
加
し
た
岡
崎

隆
史
く
ん
（
宇
治
妙
楽
）
、
中

尾
勇
太
く
ん
（
宇
治
蛇
塚
）
、

吉
川
修
平
く
ん
（
宇
治
琵
琶
）

の
三
人
か
ら
話
を
聞
圭
｝
’
し
た
。

　
熱
烈
な
歓
迎
に

　
　
　
　
　
　
び
っ
く
り

　
三
人
と
も
初
め
て
の
外
国
旅

行
。
「
中
国
の
印
象
は
、
広
く

て
田
ん
ぼ
が
い
っ
ぱ
い
で
、
人

や
自
転
車
が
多
く
て
車
が
少
な

か
っ
た
」
と
口
岑
そ
る
兄
ま
す
。

ま
た
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
咸

陽
市
の
人
た
ち
が
み
ん
な
で
歓

迎
し
て
く
れ
た
の
で
び
っ
く
り
。

吉
川
く
ん
は
「
感
激
し
ま
し
た
」

と
そ
の
時
の
様
子
を
話
し
ま
し

た
。
困
っ
た
の
は
生
水
が
飲
め

な
い
こ
と
と
ト
イ
レ
だ
と
か
。

「
ト
イ
レ
は
さ
く
が
し
て
あ
る

だ
け
で
し
た
」
と
も
。

　
友
だ
ち
で
き
た
よ

　
咸
陽
市
選
抜
チ
ー
ム
と
の
交

流
試
合
で
は
、
観
客
席
に
た
く

さ
ん
の
市
民
が
つ
め
か
け
応
援
。

結
果
は
、
宇
治
市
選
抜
ノ
　
。
。

チ
ー
ム
が
二
試
合
と
も
　
　
」
‘
‐

３
‐
１
で
勝
ち
ま
し
た
。
ド

キ
ャ
プ
テ
ン
の
岡
崎

く
ん
は
、
「
咸
陽
市
チ
ー
い
．

－
　
ｊ
『
ｉ
　
・
Ｊ
Ｉ
Ｉ
｜
Ｉ
Ｉ

ム
の
選
手
は
、
み
ん
な
．
．
゛

体
が
大
き
く
て
ス
タ
ミ
Ｊ

ナ
が
あ
り
ま
し
た
。
二

試
合
と
も
勝
っ
た
け
ど
、

向
こ
う
は
ベ
ス
ト
チ
ー

ム
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら

も
見
回
竪
・
し
た
い
。

ぼ
く
ら
は
、
い
つ
も
は

お
互
い
違
う
チ
ー
ム
同

士
だ
け
ど
、
み
ん
な
ま

と
ま
っ
て
試
合
が
で
き

た
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
咸
陽
市
は
あ
ま
り
サ
ッ
カ
ー

は
盛
ん
じ
ゃ
な
い
み
た
い
だ
け

ど
、
長
距
離
走
と
か
は
早
く
て

体
力
も
あ
る
し
、
勝
っ
た
要
因

は
技
の
差
か
な
あ
」
と
吉
川
く

ん
。
中
尾
く
ん
は
「
外
国
の
人

と
初
め
て
試
合
を
し
た
こ
と
と
、

言
葉
は
分
が
ら
な
か
っ
た
け
ど

咸
陽
チ
ー
ム
の
人
と
友
だ
ち
に

な
れ
た
こ
と
が
一
番
う
り
ぶ
っ

た
。
ま
た
、
絶
対
試
合
を
し
た
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左 か ら 中 尾 く ん

，

吉 川 く ん

，

岡 崎 く ん

い
で
す
」
と
や
る
気
満
々
。

　
試
合
終
了
後
の
Ｐ
Ｋ
合
戦
で

は
、
観
客
席
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
観
客
の
人
た
ち
が
降
り
て
、

ゴ
ー
ル
周
辺
は
い
っ
ぱ
い
の
人
。

う
ま
く
ボ
ー
ル
を
け
れ
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
サ
イ
ン
ま
で
求

め
ら
れ
て
び
っ
く
り
。
「
生
ま

れ
て
初
め
て
サ
イ
ン
し
た
よ
」

と
岡
崎
く
ん
は
照
れ
な
が
ら
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
中
学
に
な
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
続
け
ま
す

　
サ
ッ
カ
ー
の
経
験
は
三
人
と

も
小
学
校
の
低
学
年
か
ら
。
中

尾
く
ん
は
「
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力

は
野
球
と
違
っ
て
い
ろ
ん
な
所

に
ド
リ
ブ
ル
し
て
自
分
の
考
え

で
攻
撃
で
き
る
こ
と
。
ぼ
く
は

走
る
こ
と
も
好
き
だ
か
ら
こ

と
話
し
ま
す
。
「
シ
ュ
ー
ト
を

決
め
た
時
も
う
れ
し
い
け
れ
ど
、

相
手
か
ら
ボ
ー
ル
を
取
っ
た
時

は
も
っ
と
う
れ
し
い
」
と
、
今

回
二
点
も
入
れ
て
大
活
躍
し
た

吉
川
く
ん
。

　
帰
国
後
は
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
中
学
に
な
っ
て
も
サ
ッ
カ
ー

を
続
け
る
の
」
と
聞
く
と
、
全

員
「
続
け
ま
す
」
と
い
う
元
気

な
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
◇

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
咸
陽

の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

で
き
友
だ
ち
も
で
き
ま
し
た
。

家
族
へ
の
お
み
や
げ
だ
け
で
な

く
、
心
の
中
に
は
い
っ
ぱ
い
自

分
へ
の
お
み
や
げ
が
あ
る
よ
う

で
し
た
。

　
今
年
の
夏
に
は
、
咸
陽
市
か

ら
宇
治
市
へ
青
少
年
友
好
訪
問

団
が
訪
れ
る
予
定
で
す
。
言
葉

や
風
習
の
違
い
を
超
え
て
青
少

年
の
友
好
の
輪
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
・
。
’

486

うじっこ

その2

　
三
月
二
十
八
日
㈹
か
ら
四
月

二
日
剛
ま
で
、
「
日
中
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
友
好
訪
問
団
」
が
、

友
好
都
市
で
あ
る
中
国
咸
陽
市

察
訪
問
。
こ
れ
は
宇
治
市
ス
ポ
ト

ツ
少
年
団
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

選
抜
チ
ー
ム
（
代
表
二
十
人
・

小
学
六
年
生
）
で
す
。
咸
陽
市

チ
ー
ム
と
の
サ
ッ
カ
ー
試
合
や

歓
迎
会
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
六
日
間
の
日
程
を
終
え
元
気

に
帰
っ
て
来
た
団
員
た
ち
。

た
く
さ
ん
の
観
客
の
中
行
わ
れ
た
、
交
流
試
合
。
多
く
の
人
に

感
動
を
与
え
ま
し
た
。

皆さんとつくるページ

交差点

◇投書コーナー「私もひとこと」…身近な話題や提案など

を400字程度で。写真も歓迎◇昔めぐり…市内で撮った懐

かしい写真を。いずれも採用分には粗品をお送りします◇

市民情報・短信…市民サークルの催しや会員募集などを。

前月20日（必着）までに。営利・宗教・政治活動は掲載で

きません。【送付・連絡先】広報　（宇治琵琶33､容22・

1

3141内線2069）へ郵便か持参で。

サークルさあ来る1

0

ま
た
、
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
し
た
い
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